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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

自ら開発した極低温電子顕微鏡システムを使って、膜タンパク質の構造解析分野で

世界を常にリードしてきた点は非常に高く評価できる。特に、新たな試料作製技術を

開発し 1.9Åという驚異的な高分解能で AQP0 の構造解析に成功したことは特筆に値

する。また、AQP4 が水チャネルであるとともに細胞接着活性を有することを明らか

にした研究や、ギャップ結合チャネルのゲーティング機構に新たなモデルを提唱する

など特別推進研究として十分な成果をあげたと評価できる。 

最近は、電子顕微鏡技術の開発より、膜蛋白の構造を生体機能に関連させる研究に、

より多くの精力を注いでいるように見えるが、結晶化しなくても短時間に高分解能で

構造解析できる技術を開発するといった、世界が切望している電子顕微鏡技術に注力

することも必要と考える。 

 

  


